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論文審査の要 旨




















MIRMは Zero外旋筋力高値l手で 0.28士0.03Nmlkg、Zero外旋筋力低値群で 0.36士O.lONmlkg




上記の結果より、 Zero外旋筋力低徳群と Zeroリリース筋力｛底値群ではMIRM!: MVMが大きい
傾向が示された。今後、対象数を桶やすことにより詳細なデータを示すことができると考える。
本論文は、投球動作における肩あるいは肘の障害発生の要因を、運動障害リハビリテーションの
観点から検討したもので、緩めて有用な資料を示しており、学術上大変価値がある。したがって保
健医療学博士前期（修士）に値するものと判定した。
